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土壌の被覆処理が小平早生モモ果実

の品質に及ぼす影響

天野勝司・秋好広明・宮田一史・村上和夫
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ShojiAMANo,HiroakiAKIYosHI，

KazushiMIYATAandKazuoMuRAKAMI．

一般にモモの品質は，天候によって大きく左右されやすい。なかでも早生系のモモは，収穫期が梅

雨期と重なるため，日照不足や．水分過多などで糖度が低く品質が低下しがちである。品質向上を目

的とした土壌の被覆処理についての報告は，各種果樹について多くなされているが，今回筆者らは，

小平早生モモを用いて，土壌の被覆処理が，土壌水分，地温，フィルムの反射率及び果実の品質など

に及ぼす影響を調査し，二三の知見を得たのでここに報告する。

材料及び方法

供試樹は愛媛大学附属農場の花樹岩土壌に栽植された４年生の小平早生モモを使用した。1985年５

月27日に士壌被覆材として，蒸着反射フィルム，稲わらを用いて，反射フィルム区敷わら区並びに

対照区として裸地区を設けｌ区１本として３反復行なった。なお．反射フィルムには土壌水分の調整

のため１，F当り数か所の小さな穴をあけておいた。

太陽放射エネルギー及び反射日射昂の測定については，５月27日から収穫日２日後の７月11日までの

間，太陽エネルギー多点測定システム、サンステーション社製の受光器（Ｃ７Ａ）を用いて測定した。

測定方法は,主幹の東側70cmの所に地上50ｃｍと100cmにサンステーション受光器を下向きに設濡した｡

また，同部位の太陽放射エネルギー及び，樹冠上の放射エネルギーについては，５月27日12時にセッ

トし，３．５日ごとにエネルギー（kＷh/､｢f）蓄積量を測定した。

土壌水分は，ひょう量瓶を用いて常法に従い，６月６日から７月１日まで約１週間ごとに，地表下

５，１５，３０cmの深さの所を，各処理区について２か所づつ計った□
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幽地ｌメ

結果及び考察

地温の変化

反射フィルム，敷わら，裸地区の地温の日変化を測定した結果は，図－１から図－３に示すとおり

である。６月上旬の裸地区の５cmの深さでは，最高温度は22.1℃で最低は17.1℃であり５℃の差が見

られ最も大きいのに対し，敷わら区では，最高温度は19.8℃，最低は18.5℃であり1.3℃の差で最も小

さく，反射フィルム区は中間であった。夜間の地温は，敷わら区．反射フィルム区，裸地区の順で高

く，昼間はその反対であった。l5qnの深さにおいても，裸地区の20.5°Ｃが最高で最低温度は17.8℃で

あり2.7℃の差で最も大きくて,敷わら区では,最高温度は19.4℃で最低は18.5℃であり,その差は0.9℃

で最も小さく，温度差は小さいが５cmの深さと同様の傾向にあった。３０cmの深さでは，どの処理区と

も日変化は小さかったが，反射フイルム区が最高温度１９．１℃を示し高く，裸地区で最低温度18.3℃を

示し低い傾向が見られた。
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地温の測定は，熱電対を使用し２時間間隔で地表下５，１５，３０cmの深さを各処理区につき２か所づ

っデジタル記録計を用いて記録した。

果皮色の測定は，各々 の樹を上部（150cm以上)，中部（75～150cm)，下部（75cm以下）に区分し，

それぞれの樹の上，中，下部より１０果づつ取り，収穫の翌日７月10日に果頂部，果柄部の２か所をデ

ジタルカラーメーター（ＴＣ－３６０ＤＰ型東京電色肌）を使用して測定した。

果汁の糖度は，果皮色の測定に用いた果実を使用して，屈折糖度計で測定した。
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土壌の被覆処理と６月上旬の地温の日変化（地表下５cm）
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図－２土壌の被覆処理と６月上旬の地温の日変化（地表下15cm）
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５月27日から７月１１日までの各区の受光量及び反射光量は図－４と図－５に示すとおりである｡図一

４は，地上50cmに受光器をセットしたものである。裸地区の反射光量は７月11日において15.17kWh／

､fで１番低く，次に敷わら区の31.09kWh/､fであり，反射フイルム区の52.48kWh/､fが最高になって

いる。裸地区に比べ敷わら区で1.5倍，反射フィルム区では，3.46倍となっている。この間に太陽放射

エネルギーは160.97kWh/mPであり，裸地区，敷わら区，反射フイルム区で，それぞれ，9.4,19.3,

32.6％の反射になっている。樹冠内の散乱光及び直達光の受光量は，83.41ＭA↑h/mfであり48.2％の減

少となっておりプ樹冠の一部では葉が幾重にも重なるため,測定値より大幅(測定部位によっては１０～20％

しか到達しない部分もある）に低くなるものと考えられる．図－５は，地上100cmに受光器をセットし

たものである“裸地区では，地上50CInにセットしたものより反射光量は7.8kWh/mfほど多くなってい

るが，敷わら区では減少している。反射フィルム区では，反射光量は47.8kWh/ITfと地上50cmにセット

したものと比べると低い値を示したが．受光重の27.8％を示し最も高かった。樹冠内の散乱光及び直

達光の受光量は97.47剛h/mPであり．39.4％の減光となっている。
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５月27日から７月１１日までの各区の受光量及び反射光量は図－４
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士壌の被覆処理と６月上旬の地温のＨ変化（地表下30cm）
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この時期には太陽光線の照度は，正午

において，晴天時に１０万ルクスくらいの

値を示すことが多い。そのとき，樹冠内

部で地上50cmの位置では5.2万ルクスとな

るが，樹冠内の一部では，１～２万ルク

スの照度しかない部分もある。裸地、敵

わら，反射フィルム区において．反射光

はそれぞれ，0.94,1.9,3.26万ルクスで

ｌ）

ある｡筆者らによるとモモの光飽和は約

４万ルクスであり，光の不足する下枝や

樹冠内の光の補光に、反射フィルムが役

だっていると考えられる。また，地上100

cmにおいても反射フィルムは同化量の増

加に役だつものと考えられる。なお，本

実験期間中の天気は．晴天，曇天，雨天

の日数は，それぞれ１５，１９，１０日であり

光飽和に達しない日が約％あった。

土壌水分

土壌水分の経過は図－６と表－１に示

すとおりである。地下５cmの土壌水分％

は，当然のことながら敷わら区で高く裸

地区で低く，反射フィルム区は中間であっ

た。15cmでも同様の傾向にあったが，３０

cmの深さの所では逆に敷わら区が低く、

反射フィルム区が高くなっており裸地区

が中間を示した。土壌水分は．雨量．‘澗

査時期．根の分布や被覆材の相違により

異なると考えられる。田中は2),有穴フィ

ルムの被覆は年間を通して，わらマルチ

より土壌水分が多いとしている。また，
３）

栗山らのミカン園のi凋査でも,わらマル

チに比べ有穴反射フィルムが高い値を示

していた。表－１は土壌水分の調査を統

計処理した結果である。５cmの深さで裸

地区と敷わら区との間に有意差があった。
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これは降雨の後、裸地では蒸散が活発で散わら区は稲わらによって蒸散が妨げられたものと考えられ

る。反射フィルム区は，小穴を少ししかあけていないため土壌中への浸透がやや抑えられ､一部分樹

冠外に排出されたものと考えられる。また，１５cmの深さにおいても同様の傾向が見られた。３０cmの深

さでは，反射フィルム区では，いったん吸収された水分は蒸散されにくいため高い水分含有率を示し，

敷わら区では、稲わらそのものが降雨をよく吸収するため．地下30cmまで届きにくかったものと考え

られる。

果実の糖度

果実の糖度は表－２に示すとおりである。７５～150cmと150cm以上の結果部位においては、処理区間

に余り差はなかった。しかし，７５cm以下の部位では，ほかの処珊区に比べ反射フイルム区で．プリッ
5.6）

クス表示において約１度高くなり，統計的にも有意であった。１Ｍiにおいては．田中と同様な結果を

得たが,荻原ら７１は着色は良好であったが糖では処理間にバラツキがあり，処理による差は明らかでな
８）

力辿ったとしている。各務らは．かん水時期と果実の品質について調査しており．収穫期前のかん水は

糖を低下させる結果となるとしている。また，日野ら9)は土壌水分の少ないものが葉内糖分含量が多い
１０）

とし，葦潔らは梁で生成された糖は'12〔接果実へ移行されるとしている。我々の調査では，根の多いと

思われる１５～30cmの深さにおいて，反射フイルム区で土壌水分含駄の多い傾向にありながら75cm以下

の部位で果実の緋が高かった。
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表－１土壌の被覆処理と土壌水分

注1985年の６Ｉ１６口～７月１日のlHl4uI‘淵fIf

蕊ダンカンの多重範囲検定(５％有意水噸）
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表－２収穫時の糖度（プリックス）
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表－３土壌の被個処馴と果頂部の果皮色

－３６－

・ダンカンの多重範囲検定（５％有恵水瓶）

表－４土壌の被覆処理と果柄部の果皮色

の部位で反射フィルム区において,高い値を示した。ｂ値，色相と彩度は,一定の傾向は見られなかつ
７）４）

た。果実の着色について、荻原，近藤らによると反射率の高いポリマノレチは．下枝着成果の着色促
帥

進に極めて効果が高かったとしており，田中らは反射フィルムを用い品種の相違0こついて調査してお

り，外観的な着色については早生系，次いで晩生系の順に効果が大であるとしている。我々の調査で

も反射フィルム区でほぼ同様の結果を得た。

果実の着色

果実の着色については

表－３と表－４に示すとお

りである｡果頂部のＬ値は，

反射フィルム区で低く、次

いで敷わら区，裸地区の傾

向にあり,75cm以下と150ｃｍ

以上の部位において処理間

に有意差が認められた。ａ

値は，反射フィルム区が高

く次いで敷わら，裸地区の

順になっており150cm以上の

部位において有意差があっ

た。ｂ値では裸地，敷わら，

反射フィルム区の順に高い

傾向にあり,75cm以下と150

cm以上の部位において有意

差があった。色相は裸地，

敷わら，反射フィルム区の

順に高い傾向にあり，150ｃｍ

以上と75ｍ以下の部位に処

理間で有意差があった。彩

度については．余り変化が

見られなかった。また，果

柄部のＬ値は75～150cm,７５

cm以下の部位で反射フィル

ム区が低い値を示した。ａ

値は．７５～150cm１，７５cm以下

Ｌ値 ａ値 ｂ値 色相 彩度

結果部位150cm以上
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散わら区
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裸地区

敷わら区
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摘要

１．愛媛大学農学部附属農場に栽植された４年生の小平早生モモを使用した。1985年５月27日に土

壌被覆材として．反射フィルム，稲わらを用いて．太陽放射の反射エネルギ－kWh/㎡、土壌水分，地

温，採収時の果汁糖度，着色などを調査した。

２．地温の変化は裸地区で最も大きく，５cm及び１５cmの深さにおける最高温度は，それぞれ．22.1,

20.5℃であったⅧまた，蚊低温度でも裸地区が最も低く，それぞれ．17.1,17.8℃であった。ほかの

処理区は最高と般低の地温変化が少なく，午前lo時頃全処理区の地温が等しくなった。

３．反射光量は､（５月27日～７月11日の間)主幹の東70cmで地上50cmの所において、裸地，敷わら，

反射フィルム区で，それぞれ15.17,31.52,52.48kWh/㎡であった。その間太陽放射エネルギー量は

160.97剛h/mFであった。

４．土壌水分は，裸地区と反射フィルム区を比較すると，５，１５．３０cmの各深さで，反射フィルム

区の方が高かった。敷わら区においても．５，１５cmの深さで高い値を示した。

５．果実の糖は地上よりの高さが75cm以上の部位では余り差がなく．７５cm以下において．裸地，敷

わら，反射フィルム区でそれぞれ7.17.7.37,8.27度であり反射フィルム区で他の区より約１度高い

値を示した。

６．果頂部の果実の着色については．Ｌ値では反射フイルム区が一番低かった。ａ値は反射フイル

ム区が一番高く敷わら，裸地区の順であった。ｂ値は，反射フィルム区が最も低くついで敷わら，裸

地区の順に低かった。色相も同じ傾向にあった。果柄部では一定の傾向は見られなかった。また，肉

眼でも反射フィルム区で着色が良好であった。

７．反射フィルムは，下枝の果実の糖度を高め着色を促すのに有効であった。今後反射フィルムの

有穴数による土塊水分調整や被覆時期，期間などの組合せ方を検討する必要がある。
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１．Four-year-oldpeachtreesofearlymaturingvariety'KodairaWase'whichweregrownat

ExperimentalFarmCollegeofAgriculture，EhimeUniversitywereusedfortheexperiment・

Effectsofreflectivefilmaswellasstrawmulchonthereflectedsolarradiation，soilmoisture

content,soiltemperatureandfruitqualitywereexamine｡､ThetreatmentswerestartedonMay

２７，１９８５．

２．１，Ｊｕｌｙ,diurnalchangesinthetemperatureatthesurfacesoilweregreatinthecheck(bare

ground),mediuminthereflectivefilmandslightinthestrawmulchplots,Ａｔｔｈｅｄｅｐｔｈｏｆ３０ｃｍ，

onlyslightdiumalchangesinthesoiltemperaturewereobservedinalltheplots、

３．Theintesityofreflectedsolarradiationwasrecordedattheheightof50cmfromtheground，

70ｃｍapartfromthetrunkduringtheperｉｏｄｏｆＭａｙ２７ｔｏＪｕｌｙｌｌ，

Theintensitieswere15.17,31.52,ａｎｄ52.48ＭFh/nffortheplotsofbareground，strawmulch

andreflectivefilm，respectively・Duringthisperiod，thetotalamountofsolarradiationenergy

wasl6097kWh/m，、

４．Soilmiosturecontentwasconsistenｔｌｙｈｉｇｈａｔｅａｃｈｓｏｉｌｄｅｐｔｈｉｎｒeflevtivefilmplotandat

thedepthｓｏｆ５ａｎｄｌ５ｃｍｉｎｔｈｅｓｔｒａｗｍｕｌｃｈｐｌｏｔcomparedtothebaregroundplot、

５．So1ublesolidscontentsofthefruitharvestedfromthebranchesbelowtheheightof75cmwere

7.17,7.37ａｎｄ８．２７forthecheck,strawmulchandreflectivefilmplotrespectively,whiletherewas

littledifferencewasobservedamongthetreatmentsinsolublesolidscontentsofthefruiｔｆｒｏｍｔｈｅ
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branChes別bove75ClnheiRht、

６．ColoringofthestylarendportionwasprogressedintheplotofreflectivefiImfollowedbythc

strawmulchandthecheckpIot.､L，ａｎｄ‘b，valueswerelowestand《a，valueswerehiRhestinthe

re(lectivefilmpIot･'1､hehuevaluesshowedsimilarresults､ＥｙｅａｐｐｅａｌｏｆｔｈｅfruitinreIationto

coIor･in質ｗａｓａｌｓｏａｔｔｒａｃｔｉｖｅｉｎｔｈｅｐｌｏｔｏｆｒｅflectivefilm、

７．Thus,soilcoveringbythereflectivefilｍｗａｓｐｒ･omissingtohastcnthecolorinRoftｈｅｐｅａｃｈ

ｆｒｕｉｔｏｎｔｈｅｌｏｗｅｒｐａｒｔｓｏｆｔhetrees、However，itremainstobeinvestigatedwhatdensity

oftheholeofreflectivefiIｍｉｓｏｐtimalforadjustingsoilmoisturecontentandwhatl〕eriodofthe

covcrinRismosteffectiveforcolorinR．
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